
苫小牧市告示第１１号      

   一般競争入札の実施について 

 次のとおり電力の供給に係る一般競争入札（以下「入札」という。）を実施するので、地方自治

法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の６及び苫小牧市契約に関する規則（昭和２９年

規則第１３号。以下「契約規則」という。）第４６条の規定に基づき公告します。 

令和２年１月１４日 

苫小牧市長  岩 倉 博 文 

１ 契約担当部局 

 〒０５９－１３６４ 苫小牧市字沼ノ端２番地の２５ 

 苫小牧市 環境衛生部 ゼロごみ推進室 施設管理課 沼ノ端クリーンセンター 

 ＴＥＬ ０１４４－５５－２５３６ 

 ＦＡＸ ０１４４－５５－１５９６ 

２ 入札に付する事項 

 （１）入札件名    苫小牧市沼ノ端クリーンセンター余剰電力売却             

 （２）予定売却電力量 ４,４２９,０００kWh 

 （３）電力の特質等  苫小牧市沼ノ端クリーンセンター余剰電力売却仕様書のとおり 

 （４）契約期間    契約締結の日から令和３年３月３１日まで 

 （５）供給期間    令和２年４月１日０時から令和３年３月３１日２４時まで 

 （６）供給場所    苫小牧市沼ノ端クリーンセンター余剰電力売却仕様書のとおり 

 （７）入札書の記載方法 

    総価で入札に付する。ただし、契約は単価によるものとし、苫小牧市沼ノ端クリーンセン

ター余剰電力売却仕様書の２に掲げる予定売却電力量において各時間帯に区分する各数量

の単価に基づき計算した総価（消費税および地方消費税相当額を含む。）によるものである

こと。 

    この場合において、契約後の燃料費の変動等に応じた単価の調整（燃料費調整）は行わな

いので考慮すること。 

    なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相

当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨

てた金額）をもって落札価格とするので、入札参加者は、消費税及び地方消費税に係る課税

事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相

当する金額を入札書に記載すること。 



３ 入札参加資格 

 入札参加者は、次の全ての要件を満たしていること。 

 （１）電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第２条の２の規定に基づき小売電気事業の登録

を受けている者であること。 

 （２）消費税及び地方消費税並びに苫小牧市税の未納がない者であること。 

 （３）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

 （４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続き開始の申立て及び、民事再 

   生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされている者でない 

   こと等、経営状態が著しく不健全である者でないこと。 

 （５）公告から入札期日までの間、苫小牧市競争入札参加資格者指名停止等措置要領第２条の規 

   定により指名停止されていないこと。 

 （６）事故発生時、緊急対応が必要な場合に対応可能な体制が整備されている者であること。 

４ 入札参加資格の確認の申請 

この入札に参加を希望する者は、次のとおり書類を提出し、３に掲げる入札参加資格を有する 

 ことの確認を受けなければならない。 

なお、期限までに書類を提出しない者又は入札参加資格がないと認められた者は、この一般競 

 争入札に参加することができない。 

 （１）提出書類 

   ① 一般競争入札参加申請書（様式第１号） 

② 小売電気事業者として登録されている者であることを証する書類の写し 

③ 履歴事項全部証明書または現在事項全部証明書の写し（法務局が発行する法人の証明書  

で、発行後３ヶ月を超えないもの） 

④ 苫小牧市税納税証明書（苫小牧市からの課税がある業者のみ） 

      ※市役所２階市民税課税制係発行の「未納税額なし」の納税証明書（苫小牧市から課

税されている全税目について）。申請日以前３ヶ月以内に発行された原本を提出。 

⑤ 消費税及び地方消費税の納税証明書（その３又はその３の３） 

   ※申請日以前３ヶ月以内に発行された原本を提出。 

   ⑥ 暴力団排除に関する誓約書（様式第２号） 

      苫小牧市契約における暴力団等排除措置要綱第８条に定める誓約書。同要綱第３条に 

     より、この誓約書をもって警察署へ照会を行います。

 （２）提出期間 

    令和２年１月１４日（火）から令和２年１月２２日（水）までの苫小牧市の休日に関する

条例（平成３年１２月１９日苫小牧市条例第１７号）第１条第１項に規定する本市の休日（以

下「休日」という。）を除く、午前９時から午後５時まで。 

 （３）提出場所 １に同じ。 



 （４）提出方法 

    持参又は郵送によること。なお、郵送については、「一般書留」又は「簡易書留」とし、 

   提出期間に必着のこと。 

 （５）提出確認 

    申請者には、令和２年１月２８日（火）までに次に掲げる事項を記載した確認結果通知を

FAX により通知する。なお、通知期限の翌日において、いまだ通知がない場合は、１の担当

部局に連絡し確認すること。 

    ①入札参加資格を有すると認めた者にあっては、入札参加資格がある旨 

    ②入札参加資格を有しないと認めた者にあっては、入札参加資格がない旨及びその理由 

 （６）その他 

   ア 提出書類の作成及び提出に要する経費は、申請者の負担とする。 

   イ 提出された書類は返却しない。 

   ウ 市長は、提出された書類を入札参加資格の確認以外に申請者に無断で使用しない。 

５ 仕様書の質問等 

 （１）仕様書等の内容に関する質問がある場合は、次のとおり質疑書を提出すること。 

   ア 提出書類 質疑書（様式第３号） 

   イ 提出期間 令和２年１月２２日（水）までの休日を除く、午前９時から午後５時まで 

   ウ 提出場所 １に同じ 

   エ 提出方法 電話連絡の上、FAX により提出すること。 

 （２）（１）の質疑書の回答については、次のとおり公表する。 

   ア 公表期間 令和２年１月３１日（金）まで 

   イ 公表場所 苫小牧市環境衛生部ゼロごみ推進室施設管理課ホームページ 

６ 入札の日時及び場所等 

 （１）入札の日時及び場所 令和２年２月３日（月）午後２時００分

              苫小牧市字沼ノ端２番地の２５ 

 リサイクルプラザ苫小牧２階小会議室 

 （２）開札 入札終了後直ちに（１）の場所で行う。 

 （３）入札方法 

   ア 入札書を持参することとし、郵便又は FAX による入札は認めない。 

   イ 入札金額の算出基礎として、入札内訳書（以下「内訳書」という。）を作成し、入札書 

    に添付して提出すること。 

     なお、内訳書の電力量料金単価には１円未満の端数を含むことができるが、電力量料金 

に１円未満の端数があるときは、小数点以下を切り捨てた金額を記入する。 



７ 入札の無効 

前記３に規定する資格を有しない者がした入札、提出書類に虚偽の記載をした者がした入札、

苫小牧市契約に関する規則第５４条各号に掲げる入札、苫小牧市入札・契約等の心得及び公告に

定める入札に関する条件に違反した入札は、無効とする。 

８ 入札手続等 

 （１）入札保証金 免除する。 

 （２）契約保証金 

    落札者は、契約保証金の納付を免除された場合を除き、契約の締結前に契約単価に予定数

量を乗じた額（消費税及び地方消費税が含まれた額）の総額の１００分の１０に相当する額

以上の契約保証金を納付し、又はこれに代える担保を提供しなければならない。 

 （３）契約書作成の要否 要する。 

 （４）契約の締結 

    落札者は、落札した日の翌日から起算して７日以内に契約を締結しなければならない。 

 （５）落札者の決定方法 

    予定価格の制限の範囲内で、最高の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 （６）支払条件 

毎月後払いとし、詳細は苫小牧市沼ノ端クリーンセンター余剰電力売却仕様書によるもの

とする。 

９ 入札の中止等 

入札までの間にやむを得ない事由のため、当該契約の入札を延期又は中止することがある。 

また、入札執行の際、入札者が１人以下の場合は、入札を中止することがある。 

 なお、中止となった場合でも、資料の作成に要する経費は、入札参加希望者の負担とする。 

10 入札の執行回数 

  ２回を限度とする。 

11 その他 

 （１）入札参加者は、苫小牧市契約に関する規則その他関係法令を遵守すること。 

 （２）当該入札に係る書式等については、苫小牧市環境衛生部ゼロごみ推進室施設管理課ホーム

ページからダウンロードするものとする。 


